
お客様と
矢島建築をつなぐー

私たち、矢嶋建築は中野市西部地区に腰を据え、住まいとお客様の家族の笑顔と健康を
考える家守となり、住まいの困ったときに対応できる知識と技術を持った一職人であり、
大工・棟梁として建築に携わる全ての職人を率いて、末永く愛着の持てる家づくりを
目指しています。

Baton

2021

７
July Vol.15

住所/〒383-0054
長野県中野市立ヶ花221-1

電話/0269-26-2097

はじめまして！
宮﨑美夢（みやざきみゆめ）です

この度、矢嶋社長よりバトンを
引き継ぎ、矢嶋建築の情報誌

「Baton」の編集長に就任しました。
どうぞよろしくお願いいたします！！

１歳半のやんちゃ息子がいます。

趣味：料理と裁縫、お笑いをみること

最近のマイブーム：Miffyグッズ集め

編集後記

皆様の「役に立つ！」「読むのが楽しみ！」
そんな風に思っていただけるような情報誌を作りたいです！

編集長のバトンが渡って初めての情報誌、いかがでしたか？

情報誌づくり初心者で不慣れな点もありますが、皆様に少しでも楽しん

でいただけるような情報誌を作成するため、精いっぱい頑張ります！

どうぞよろしくお願いいたします。

矢嶋社長のLINEです。
お友達登録お願いします。
いつでもどこでも
お気軽にご連絡ください！

YouTube
はじめました！
こちらも
ご覧くださいませ！



笑顔の支配人 矢嶋社長のご挨拶

現

誌

矢嶋建築の現場をちょっとのぞき見
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Hair make Ronさま
7月18日オープン★

住所：長野県須坂市
墨坂2丁目1-21

オーナーのセンスが光る
素敵な内装

場

丁寧に確実に
作業をこなしていきます

とてもお洒落な店内です

いよいよオリンピック開催！という時期なのに、どうなんでしょうか？
このまま無観客で開催なのか？非常に心配ですね。
こんにちは。矢嶋建築株式会社 代表の 矢嶋一也です。

オリンピック開催も心配なのですが、実は建設業界が今一番の悩みの種が、
「ウッドショック」材木不足です。
海外（アメリカと中国）の経済がコロナ対策で好調なのもあり、日本に荷物を下ろして
くれないそうです。その不足量は一番材料を必要とするプレカット工場が材木不足で生
産減してしまい、受注出来ない所まで来ていて、地域の材木屋も開店休業状態。

２月頃から、材木の輸入がストップ気味となってきて、3月には値上げが続き、ついに４
月の下旬からは大きな材木がありません‼️売るものが無い！となってるようです。

政府が介入して、供給出来るようにしているようですが、北米産の米松が約半月、
欧州産の松が約二カ月掛かるそうで市場に出てくるのが早くても八月下旬からが、
大方の見方のようです。国産材も製材機フル稼働して増産しているのですが、そもそも
今まで需要がなくて人員削減していて技術の無い人では、どうにもならない分野。
そして機械を使う社員さんの高齢化がよりこの問題に拍車を掛けていると思うんです。
こんな厳しい世の中ですが、将来的に有望な人材を育てる事の大切さを痛感しました。

昨年の秋からハチドリジャパン合同会社で、工務店向けに実地研修の講師をさせて
もらってます。工務店が、工務店に出向き点検の仕方や研修をするなんて事は、
今までほぼ無かった事でしたが、このハチドリジャパンの理念は、教え合うから互いに
協力でき、互いにスキルアップする。そして、その後も繋がりを持っていける仲に
なっている。そして、自然と協力体制が出来てくる。そのご縁で、昨年も東北地方へ
行かせてもらったり、今年は鹿児島のメンバーとも協力し合う体制になりました。

昨年、今年と豪雨災害で被災されて困ってる人達に、ボランティア活動だけじゃない
手助けも出来る。そして、それが出来る工務店は北信地方管内では弊社ともう一社の
み。今後加入検討中が三社。災害は困りますが、この先来ないとも限りません。

「備えあれば憂いなし」

今が保険の見直しの時期かもしれません。

それと、今号より編集長を新人の宮崎美夢さんに一任しました。
弊社で木工事を依頼している大工さんの奥さんで、
主に在宅でお仕事してもらってます。
今後は定期的に発行出来る体制にして、
より皆さんとの掛橋としてお役立ちしていきたいと考えています。
よろしくお願いします。

皆様ぜひ
足をお運びください！

きっかけはオーナーのお父さんが、協力会社だった。
しかも若い頃からの長いお付き合いで、
「息子が店を開きたい。なんとかならないか？」「それは協力さしてもらいたい」のふたつ返事
オーナーのイメージに合う提案がなかなかない中で販売店ルートのツテを使いオーナーの
イメージに合うstudio SAYAPさんの手を借り完成しました。
studio SAYAPさんも初めての取引で大変な所もあったと思いますが、
イメージに沿った仕上がりに満足して頂いた様です。
はじめての取引に、どんな仕上がりになるのか？どんな無理難題押しつけられるのか？
互いに緊張しますが、目的はどちらもオーナーさんの笑顔。
協力しあい、７月１８日にオープンです。

YouTubeでも
＼店内の様子をご紹介しています／

←QRコードからアクセス！


